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envyとjealousyを 中心 にみ る 「三 項 関 係 情 動 」の特 質

西 隅 良 子

これまで喜 びや怒 り、 悲 しみ とい った人 間が 日

常経験 する基本的な情動(basicemotion)に っ

いての研究 は多 くな されて きてい る。 しか し近年

で はそ うい った基本的 な情動 に加 え て、envyや

jealousyと い った自己意識的情動(self-concious

emotion)と 呼 ばれ る、 よ り複雑 な情動 へ の関心

が高 まって いる。Envyはjealousyを は じめ他 の

情動 に比べ ると、 これまでそれほ ど注 目された研

究対象 とな って はいない。 しか し、今 日、徐 々に

その定義 や特徴 を明 らか な もの と しよ うとい う

研究者が現 れ、 これ まで以上 に多 くの側 面 か ら

envyを 捉 え ようとして いる。 この論文 で はenvy

とjealousyに つ いての定 義 に関す る過去 の研 究

報告 をまとめ、envyとjealousyに っ いての概 念

を明 らか にす る。加 えて、envyとjealousyを 自

己、他者そ して事象で構成 され る三項関係 とい う

視 点か ら捉 え直 す ことによ り、 これ まで考え られ

て こなか ったenvyの 反 対 側にあ るポ ジテ ィ ブな

情動 について研究す ることの意義を述べ る。 また

三項 関係 の中で現れ るそ の他の情 動の解明 につ い

て も提言す る。

1.Envyの 生 起 メカニ ズムEnvyに っ いて ま

ず述 べ るのは、 その生起 メカニズムにっいてであ

る。Envyと は どのよ うな状況 にお いて、 どの よ

うに して生 じる情動 なのか。Envyに っ いて の研

究 を行 って きた研究者の多 くは、 その生起 に社 会

比較 が関連 して いることを述 べてい る(Parrot七,

1991;East&Watts,1999;Maijala,Munnukka

&Nikkonen,2000)。 社 会比較 は 自己概 念 に強 力

な影響 力を持 つ もの と され て い る(Festinger,

1954;Heider,1958)。 自 己概念 とは自分 とは何 か

とい う、 自分が 自身の存 在に対 して持 ってい る認

識 であ り、 自己を支 えている ものである。 しか し、

社会比較 とい って も、他者 と自己を比較 した時に、

他者 が 自分 に無 い もの を持 って いれ ば いつ で も

envy感 情 を生 じるわけではない。

SaloveyandRodin(1984)は 、 学部 学生 に、

学生 それぞれの 自己概念 に高 くまたは低 く関連 し

た性質 についてのポジティブな報告 またはネガティ

ブな報告 を した後、 その性質 に関連 した分野で優

秀 な者、 また は関連の ない分野で優秀 な者 と接触

させて、その相手を評価 させた。その結 果、8通

りの状況の うち、た った1通 りにお いてenvyが

生 じることが明 らか とな った。 その状況 とは、自

己概念の中心 とな って いる能力 において ネガテ ィ

ブな報告 を得 た人 が、その同 じ能 力において自分

より優秀な人 と接 す るとい う状 況である。っまり、

envyが 生 じるためには、 自己概 念 に と って重要

で ある点 に欠 点や不足が存 在す るとい うことが重

要 とな るのであ る(East&Watts,ユ999)。 人 は

その 自己概念 に とって重要 な点 で、他者 と比較 し

た際に 自分 に欠如 してい るものがあると分かると、

その他者 に対 して劣等 感を抱 く。 っま り 「他者が

持 ってい る有利 が 自分 に は無 い」 とい う認識 がな

され る。 この認識 は当然、「この有 利が 自分 にあ

れば相手 と同 じ立場 に立っ ことが出来 るのに」 と

い ったよ うな、他者 が持 つ有利 を自分が所有 する

ことについての強 い願 いを導 くよ うになる。他者

の有 利を自分 も手 に入 れたい とい う気持 ち、 これ

がenvyの 中心 的な要素 であ る。

また、 自分 と似 ていない者 や、 あま りにかけ離

れた者 に対 しては劣等感 やenvyを 感 じる ことが

少 ない とい うこと も、 すでに研究 によ り示 されて

いる(Easteta1,1999)。 優 れてい る者 と自分 自

身 との能力 の差が、 自分 に悪 い影響 を与 えないと
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きにはenvyを 生 じることはな く、 そ の差 が 自分

の欠点 を明 らか にす る もの であ った り、周囲 の他

者 の注意 を集 めた りす る場合 に のみenvyは 生 じ

るので ある(Parrott,1991)。

2.Envyの 種 類Envyに は様 々な現 れ方 が あ

ると考え られてい る。多 くの研究者 によるとそれ

は大 き く二 通 りに分 け られ る(East,&Watts,

1999;Parrott,1991)。 研 究者 に よ って表 現 や細

かな定 義 は異 な るが、 道 徳 的 に受 け入 れ られ る

envyと 非 難 されるべ きenvyで 分 け られ ることが

m的 であ る(Parrott,1991)。 その 区別 と して

「悪意 のないenvy(nonmaliciousenvy)」 と 「悪

意のあ るenvy(1naliciousenvy)」 が あ る(East

etal,1999)。 前 述 した よ うに、 自 己概 念 に関 わ

る重要 な点 で、 自分 に無 い有利 を他者 が持 ってい

ることに気付 き、 それ をただ 自分 も手 に入 れたい

と思 うこと、 これを 「悪意 のないenvy」 と言 う。

多 くの場合、「悪意のな いenvy」 は 自分 自身 に そ

の有利が 「無 い」 ことに意識 を向けることで生 じ、

その ことか らあきらめや劣等 感を感 じる。 また、

その結 果 自己を改善 しようとす る決意や、他者の

優れた部分への賞賛 を もた らす こともある。一方、

他者が持 って いる有 利を他者 か ら無 くなることを

願 うことを、「悪意 のあるenvy」 と言 う。 これ は

他者 が持 っ有利 を自分 が持 ちたい と思 うのではな

く、他者 か らそれを取 り去 って しま うことや他者

が持っ有利 を破壊 して しま うことを願 うものであ

る。 「悪意 のないenvy」 が 自分 自身 の不足 に意識

を向け るのに対 して、「悪意の あるenvy」 は、 自

己概念 にと って重要 な ものが 自分 に無 くて他者 に

「あ る」 ことに意識 を向け、他 者 そ の もの、 あ る

いは、人生 における不公平 な仕組 みに対 して怒 り

を生 じる要因 となる。 これ らの2っ のenvyは 欧

米の研究 によって示 された もので あるが、 日本 に

お いて も同 じような2種 類のenvyは 存 在 す る。

それ は、他者が持っ有利 に対 して 自分 も同 じもの

を手 に入れ ることを願 う 「羨 望」 や 「うらやみ」

といった表現 は 「悪 意の ないenvy」 に 、 また、

他者 の持 っ有利 に対 してなん らかの忌 々 しい情動

を含 む 「ねたみ」 や 「そねみ」 とい う表現は 「悪

意 のあ るenvy」 に対応 す るの もので はないだ ろ

うか。

ア リス トテ レスは他者 か ら良い ものを奪 うもの

と してのenvyと 自己の改善 を動機 づ ける もの と

して のemulationに 区 別 を 行 っ た(Parro七t,

1991)。 古 代 ギ リシ ャで はenvyは 人 を壊滅 させ

るもので はな く、 自己を改善す る動機 づけを行 う

刺激で あると見 な して いた(Herrmann&Paola

2001)。 ま た現代 において も、 看 護科 学 的観点 か

ら、envyそ の ものにっ いて も、 精神 的 な病 の症

状 のひ とっ として表 れ るネガティブな側面だ けを

捉 え るので はな く、 自分 に不 足す るものに気付 き、

その事実 を受 け入 れ ることによって 自己の発展 を

促進 させ る健康 の要 因で もあ るとして ポジティブ

な評価 も行 って い る。 この ことか らMaijalaら

(2000)はenvyを 経 験 す る ことは人 の健康 と病

の要因 とな りうるもので あ る と し、envyの 概 念

につ いて考 える ことは人 の 日常 の現象 を描 き出す

ものと考 え られ、看護学 の観点か らも有用 で重要

な もので あると位置づ けて いる。 しか し、近年 で

は、 自己の改善 への動機 づ けといった点ではな く、

自尊感情の役割 と劣等感 に注 目 してenvyを 考 え

ることが多 くな って いる。 この よ うに、envyを

経 験 す るときに は同時に違 った情動が生 じる場 合

が多 く、 その区別 が困難 であ ることか らenvyは

多 種要素 的な現象 と捉 え られてい る。

3.Envyと 共 に生 じる情動Envyが 生 じると

きには様々な情動が同時に経験される。社会比較

による劣等感は、有利を持っ他者が高められ、有

利を持たない自己が低め られ ることで生 じる。

劣等感 は他者 の持っ有利を手 に入れたいという

envyを 生 じると同時に、 周囲か らの蔑 みを感 じ

る原因となり、人に憂欝をもたらすものでもある。

有利を手にしている他者に対 しての怒 り、また、

有利が自分ではな く他者に巡 ったことに対する怒

りを経験することもある。後者の怒 りは、前述 し

た 「悪意のあるenvy」 によって引 き起 こされる

怒 りと同じものであり、世の中や人生の不公平に
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対 しての怒 りであ る。人 は 「悪意 の あ るenvy」

と共 に生 じた不公平 に向 け られた 自分 の怒 りが他

者 に対 して正 しい もの として認知 している場合 と、

間違 った ものと して認知 している場合 の両方 があ

る。他者 に対す る自分 の怒 りが正 当な ものであ る

と認知 して いる場合 は、 自分 の怒 りがenvyに よ

る ものだとは思 って いない。 また、 自分 の怒 りが

不 当な もので あることを認知 し、他者 に対 す る悪

意 を含んだ考 えが不正 であ り罪深 い ことに気付 い

て いる場合 には、怒 りが減少 し、罪悪感や恥 といっ

た情動 を生 じる。Parrott(1991)も 同様 に、en

vyの 一部 と して経験 され うる6つ の情 動 の中 で

2種 類 の怒 りをあげてい る。 それは、人生 その も

のや環 境 の不 当性 にっ い て の怒 りで あ るglob-

alresentmentと 、 有利を持っ他者 に焦 点 を当 て

た怒 り、agent-focusedresentmentで あ る。 他

にParrott(1991)は 、 相手の持っ もの を手 に入

れ たい と強 く願 うとい う 「切望」 や、相手 にあ っ

て 自分 に無 い ことから生 じる自分 自身 の 「劣等性」、

相手 に対 して感 じてい る怒 りが不正 な ものであ る

とい う気付 きか ら生 じる 「罪悪 感」、 そ して相手

が持 っ ものに対 する素直 な評価 であ る 「賞賛」 を

envyの 一 部 と して経験 され る情動 で あ る と して

挙 げている。 また、他者 との比較 が行 われ、 ネガ

テ ィブな自己評価 によ ってenvyが 生 じる ときに

中心 になる情動 は恥 だ とする考 え もあ る(Herra-

mannetal,2001)。Maijalaら(2000)はenvy

を 理 論 的側面 と実践的側面 の両側面 か ら捉 え る試

み を し、 その概念 を哲学 的、宗教 的、民俗学 的、

精神分析的、看護科学 的観点 のそれぞれか らま と

め直 した結果、envyの 経 験 に近 く関連 して い る

情動 として、怒 り、悲 しみ、恥、罪悪感、賞賛、

失望 をあげてい る。 またenvyの 概 念 と特徴 を共

有す るものと して、嫉妬 と貧 欲 をenvyと の 境界

にあ る概念 と した。 さ らに、envyの 反 対概 念 と

して感謝、寛容、幸福 を挙 げてい る。 このよ うに

Maijalaら はenvyと 同 時に生 起 す る情 動 につ い

て、 ネガテ ィブな ものだ けでな くポ ジテ ィブな も

の も考慮 に入 れている。

4.jealousyに つ いてenvyの 一 部 と して経験

される情動、 または関連 した情動 として上 で挙げ

られ、 また特 にenvyと よ く混同 され る情 動 とし

てjealousyが あ る。jealousyの 研 究 はenvyと 比

べるとよ り多 くな され て きて い るが、 しか し、

jealousyもenvyと 同様 に、情動理 論 の語 として

きちん と位 置づ け られ て はいな い。jealousyは

パ ー トナー との大切 な関係 を ライバルに奪 われる

ことへの恐 れと定義 され る(Parrott,1991)。 こ

の ときパ ー トナーが死 んで しま った り、遠 い場所

に行 って しま った り、 またはパー トナーか ら単に

拒絶 された り して もjealousyが 生 じる こ とはな

い。最 も重要 な ことは、人 とパー トナーとが それ

まで築 いてきた関係 が ライバルによって奪 われる

とい う点 である。 この ときライバルは必 ず しも人

でなければな らない ことはない。一般的 に ライバ

ルが人 である ことは多 いが、動物 であ って も出来

事 であ って もjealousyは 生 じる。Jealousyで よ

く知 られている もの として、恋愛関係 の中でみ ら

れ るjealousyや 、 き ょうだ い間 のjealousyな ど

がある。 しか し、 同 じ上司 を持 っ職場 の人 や同 じ

先生 に指導 を受 けている学生 など、パ ー トナーと

の間に愛情 を含 ん で いな い関係 にお いて もjeal-

ousyは 生 じる(Parrott,1991)。 ど の よ うな関

係 の中で現 れて も、Jealousyに と って 中心 とな

るのは、人 に必要 とされる ことを必要 とするとい

うことである。 これは他者 との関係 が、 自分 自身

を安定 した存在 にす るためだけではな く、 自己を

作 り出す ために も必要 となるためである。

5.jealousyの 種 類 これ まで の研究の中でjea1-

ousyに も二通 りの種類 があ ることが提 案 されて

きて い る。 それ は 「疑 わ しいjealousy(suspl-

ciousjealousy)」 と 「既成事実 のjealousy(fait

accomplijealousy)」 で あ る(Parrott,1991)。

「疑わ しいjealousy」 とは、 パ ー トナ ー との関係

が ライバ ルに奪 われ るか もしれないとい う恐れが

あるが、 しか しそれが疑 わ しいだけで真実 がはつ

き りしていない場合に現れるものである。 したがつ

て、 この 「疑 わ しいjealousy」 は恐 れ や不確実
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性 と関連 した情動 であ る。反対 に、恐 れが明確 な

ものであ り、 また衝動 的である ときに生 じるのは

「既成事実 のjealousy」 で ある。 これ は事実 と関

連 したjealousyで あ る。 「疑わ しいjealousy」 は、

パ ー トナーが 自分 との関係 の中 で形成 した自分へ

の注意を ライバ ルに移 して いると思 った場合 に生

じる もので あ り、jealousyと 同 時 に不安 を経 験

す る。「疑わ しいjealousy」 はjealousyの 原 型 で

あ るとされて いる。一方、 「既成事実 のjealousy」

で は、 パ ー トナー との関係 にっ いての不 安 は 「疑

わ しいjealousy」 に 比 べて少 な い。 しか し、 明

確 とな った事 実の どのよ うな点 について意識 を向

け るかによ ってjealousyと と もに生 じる情 動が

変 わ って くる。例 えば、 自分 とパー トナーとの関

係 の喪失 に意識が集 ま ると、「悲 しみ」 を経験 す

るが、パ ー トナーや ライバ ルの悪事 や裏切 りに意

識が集中 した ときは 「怒 り」や 「苦痛」を感 じる。

自己の良 くない部分 に意識が向 いたときは 「抑諺」

や 「不安」 を経験 し、新 しい社会状況への対処す

る際の ス トレスに意識が行 くと 「不安」を感 じる。

そ して、 ライバルの優越性 に意識が集 まったとき、

「envy」 を 生 じる こと とな る。 「疑 わ しいjeal-

ousy」 と 「既成 事実 のjealousy」 は はっ き りと

区別 され るものではな く、状況 によ って 「疑 わ し

いjealousy」 の 一 部 を 「既 成 事実 のjealousy」

の 中で感 じることもあ る。 「疑 わ しいjealousy」

の 中心 的な性質 は、 かな り顕著 な疑 いと不信、恐

れ、懸念、不安、心配、喪失 を恐 れ怖が る感覚 と

なるが、「既成事実のjealousy」 の 中心 的 な性 質

は他者が持っ ものへ の切望や他者 に対す る悪意 に

っ いて の罪悪感 とい うもので あ り、 これ はenvy

を 構成 す るもの とほとん ど同 じもので あることが

分か る。

違 い とは一 体 なん だ ろ うか。 まずenvyもjea1-

ousyも 敵 意(hostility)を 含 む情 動 とされて い

る(Parrott,1991)。 しか し、jealousyの 敵 意 は

正当 な もので あ り、envyの 敵 意 は不 当な もの と

され る。 これ はjealousyの 敵 意 の原 因 にまず 、

パー トナーの裏 切 りや ライバルの奪取 という出来

事 があ り、 その結 果生 じた情動で あるためだ と考

え られ る。 一方 、envyは た だ 自分 が持 たな い有

利 を他者 が持 っているとい うことに自己中心 的 な

怒 りを感 じているために生 じる情動で あり、 その

理 由は認 め られ ない もの とされて いる。

また、envyもjealousyも 社 会比 較 か ら起 こ る

自尊 感情 の損 失 を含 む と され てい る。jealousy

の 場 合、 それ はパ ー トナ ーの心変 わ りによ って も

た らされるが、一方、envyの 場 合、 自分 自身 に

よ って なされて いる。

Parrott(1991)は 、envyとjealousyが 混 同

されっっ も、一般 的な人 々が使 う中 でその2っ の

語 の意 味に違 いがあ るのを確 かめるたあに調査 を

行 って いる。envyとjealousyに 関 連 した感 情 と

envyとjealousyと の 関連 の高 さを調 べたところ、

劣等性、切望、憤 り、 改 善 への動機 づ けはjeal-

ousyよ りenvyに 顕 著 に関連 して いることが明 ら

か にな った。 また他者への悪意感情 への罪悪感、

自分 の 感 情 が 不 当 な もの で あ る とい う考 え も

envyに 顕 著 に関連 した。 また不 信 や、 喪失 の恐

れ、 自己疑念(self-doubt)や 不 安 はjealousyに

顕 著 に関連 してい ることが明 らか にな った。 この

調 査か ら、envyは 自分 自身 の評価 が 自分 につ い

ての不 満足 を 引 き起 こす もので あ り、jealousy

は他 者 の反映 された評価が安全や信頼 の喪失 を引

き起 こす ものであ るとされ、envyとjealousyに

は質的 な違 いある ことが示 された。

6.Envyとjealousyの 違 いenvyとjealousy

は異 な った情動 であ ると認識 されてい るに も関 わ

らずJealousyを 経 験す るとき に同時 に生 じる他

の情動 の多 くがenvyの 場 合 と同 じで あ る ことか

ら、一般 的にenvyとjealousyは 混 同 されて認 識

される ことが多 い。 それではenvyとjealousyの

7.三 項 関係の中で発生す る情動Parrott(19

91)はjealousyが トライア ングル の関係 を含 む

と述べて いる。 トライア ングル とはJealousyを

感 じて いる本 人 と、パー トナー とライバ ルとい う

3つ の項 目を示 して い る。 著 者 はenvyとjeal-

ousyの も う一っの類似点 と して、 この3項 目の
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中で生 じる とい う点 を あ げた い。 っ ま り、jea1-

ousyの み な らず、envyも ま た、本人 と他者 、 も

うひ とつ の存在 という3項 目の関係の中で生 じる

情動 である。著者 は本人、他者、そ して情動 を生

じるきっか けとなる存在 のこの3項 目の関係を三

項 関係 と呼ぶ ことにす る。 また三項関係の中で生

じる情動 を三項関係情 動(triangleemotion)と

呼 ぶ ことにす る。 しか し、 ここで著者 はまた、同

じ三項関係情動 とはいえ、envyとjealousyに は

決定 的な違 いが存在す ることも述べた い。 それ は

jealousyが い つ で も、 パ ー トナ ー と自分 との築

き上 げた関係 という自分の利益の喪失に関わ って

生 じるものであ る一方、envyは 自分 の利益 に直

接 関わ らない場合 にお いて も生 じうることである。

つ まり、 これ はjealousyが 生 じる場合 、 自分 の

喪失 が誰かの利益 にな るのに対 して、envyの 場

合 では、 誰 か の利益 は 自分 の損 失 とな らな い と

い う情 動 の性 質 の違 い に よ って 異 な って くる

(Parrott,1991)。 著 者 はこの場合 のenvyの よ う

に、 自分 の利害 に直接関 わ らない事柄 に対 して も

生 じる情動 に着 目す る。 これ まで情動 は自己の利

害 に関わる場合 にのみ生 じるもの とされて きた。

しか し、 自分 の利害 に直接関わ らない場合 にお い

て も、 人がなん らか の情動 を経験 して いることは

日常 的に考え られることであ ろう。 三項関係情動

の うち、特 に、 自分 にと って直接的 に利害が関係

しない場合 に生 じる情動 につ いて明 らかにす るこ

とは、人が経験 する情動 にっ いて よ り緻密 な知見

を与え るだろ う。

8.三 項 関係情動の種類 喜 びと悲 しみ といった

よ うに、情動 にはネガテ ィブな ものとポジテ ィブ

な ものが存在 す る。三項 関係情 動 もまたenvyや

jealousyと い ったネ ガテ ィブな情 動 だ けで はな

くポジティブな情動 も存在す ると考え られ る。特

に著者が着 目 している、 自己の利害 に直接関わ ら

な い事柄に対 して生 じる情動 にお いて、 ポ ジテ ィ

ブな情動 とはどのような ものだ ろ うか。Envyは

他 者 が良い ものを得 た ときに感 じるネガテ ィブな

情 動で あるが、それではその反対側にあるポ ジティ

ブな情動 とは どういった ものだ ろうか。 それは、

他者 が良 い ものを得た ときに妬 むのではな く、 ま

るで 自分 の ことのよ うに喜 ぶ とい う共感 的な喜 び

を感 じることだ と考 え られ る。著者 はこの情動を

empathicjoyと して 、 そ の詳 細 につ いて 明 らか

にす ることの意義 にっ いて考え る。 これ まで喜 び

とい う情動 は、 自分 自身に とって何 らかの利益を

得 るときにのみ経験 され る情動 であ ると考 え られ

て きた。 しか し、 日常 生活 の中で 自分 の身近 な他

者 に良い出来事 が起 こった ときに、 その出来事が

自分の利 益に全 く関係 がな くて も我 が事 の ように

喜 ぶ とい うことはよ く経験 されてい ることであろ

う。 しか し、 これ までの情動研究 において、 こう

いった 自分 の利害 に関係 しない出来事 について生

じるポジティブな情動 につ いての研究 は ほとんど

なされて きて いな い。

また、三項 関係情動 の中での違 ったポ ジテ ィブ

な情 動 として、他者 が良 くない ものを得 た り、良

くな い状況 にい るときに感 じる 「同情」 があげ ら

れ る。 これ はempathicjoyと は異 な って、 他者

に良 い出来事 ではな く、悪 い出来事 が起 こったと

きに生 じる、相手 に対 す るポジテ ィブな情動 であ

る。 相手 が辛 い立場 に いるときに一緒 にその辛 さ

を共有す ることは、 ネガテ ィブ情動 の共 感 とも言

え るだ ろう。 で は、同情の反対 側 にあ るネガティ

ブな情動 とはなんだ ろうか。他者 が悪 い状況 にい

るときに相手 に対 して感 じるネガテ ィブな情動 と

はどういうものだ ろうか。 それ は、相手 の不幸を

その他者が感 じて いるようにネガティブな もの と

して捉えず、反対 にポジテ ィブな もの と して捉 え

るものであ る。 すなわ ち、 口常 的な言葉 で言 うと

ころの 「いい気味だ」の情 動で ある。 この情動に

関 して は、英語で は的確な表現がな いが、 ドイツ

語 には 「scha-den-freu-de(他 人 の不 幸 〈失敗〉

を喜ぶ気持ち)」 とい う的確 な表 現が あ る(Par-

ro七t>1991)。 他 者 に悪 い出来事 が起 こ った とき

に、 自分 はそれを他者が感 じるように辛 さを共感

す るので はな く、 その悪 い出来事が起 こったこと

を喜ぶ という情動 である。

これまでempathicjoyや 「いい気味だ」といっ
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た情動についての研究はほとんどなされてきてい

ない。 これらの情動は全て、自分 と他者と何 らか

の出来事 もしくは物事の中で生 じる三項関係情動

のひとっである。 しかも、 これらの情動はこれま

での研究で取 り上げられてきた怒 りや喜び、悲 し

みといった他の情動のように、その情動の対象と

なる出来事や物事が自分の利益に直接に関係 して

いない。人は自分の利益に直接関係 しない事柄に

っいて も、その出来事や物事に関わっている他者

との関係性や、そのときの自分の状態や、相手の

状態、その事柄への自分の関心などが関わって、

情動を生 じうることがあり得るのではないか。三

項関係情動は人の日常生活の中で頻繁に経験され

るものであり、その詳細を知 ることは人の情動経

験 について考察を深めるためにも重要であると考

えられる。三項関係情動、特 にこれまで研究の対

象となってこなかったempathicjoyと 「いい気

味だ」に相当する情動にっいて、その生起 に関す

る要因や、生起 メカニズムを明らかにすることは

意義があると考えられる。
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